


(論文審査結果の要旨)

本論文は､誘発脳磁場ﾃﾞ-ﾀを逆間題として走式化した信号源推定が直面してい

る課題を解消するため､複数の知覚要素としての刺激と応答間に類似関係を発見する

手法の開発を扱っており､主成分分析に基づく時空間を構築して特走の神経活動ﾊﾟﾀ

-ﾝに対する刺激の寄与度を推定するﾊﾞ-ﾁﾔﾙﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾏを提案し､複雑な誘

発脳磁場ﾃﾞ-ﾀの解析に有用であることを実証した先端的な技術論文である｡脳科学

の研究において重要な計測手段となっている脳磁場計測法(MEG)による計測結果は､

膨大な神経細胞の括動が混入しており､個々の神経括動に還元する作業は不確走条件

が多い信号源推走法では解決できないと考えられている｡この限界を打破する可能性

を追求した本論文の成果は､以下の3点に要約される｡

1.脳括動の基本である音源走位機能を発揮する処理部位を探るため､ﾊﾞ-ｽ

ﾄ波刺激と連続波刺激に対するMEGﾃﾞ-ﾀを計測した結果､異なるﾃﾞ-ﾀが

得られたことから､予め信号源の数を限走する必要がある従来の信号源推走手

法は音源走位という基本的間題に対しても不確実な解しか得られないことを

実証した｡

2.音源定位のMEGﾃﾞ-ﾀを主成分分析によりﾃﾞ-ﾀ空間の広がりを調べ､

ﾃﾞ-ﾀ空間は複数の知覚要素による神経括動ﾊﾟﾀ-ﾝを反映した構造を保有

することを実証した｡

3.以上の知見から､複数の知覚要素に対するMEGﾃﾞ-ﾀから特定の要素に

よる神経括動ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出する､言い換えれば､神経活動ﾊﾟﾀ-ﾝの肥Gﾃﾞ

-ﾀへの寄与度を発見することが可能なﾊﾞ-ﾁﾔﾙﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾏを提案し､

その有効性を検証した｡

以上述べたように､本論文は､脳科学におけるMEGﾃﾞ-ﾀ解析のための新しいﾂ

-ﾙを提案するとともに､提案手法が音場走位に寄与する安素の抽出に適用した実

証研究である｡これらの研究成呆は､学会論文誌2件､査読付国際学会1件として公

表され､情報生命科学に関連する学会誌論文4件および国際会議2件などを鑑みると､

誘発脳磁場ﾃﾞ-ﾀの新しい解析手法を開発する上で､学術面での貢献は大きいと認め

ることができる｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


